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図 3 染色した白布の色の差 

 

図２ 各条件で抽出・染色した白布 
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図１ 各 pH条件で抽出・調整した染色液 
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桃等の剪定枝を使った天然染色は果樹栽

培が盛んな本県の特徴を生かした染色方法

ですが、染色液の抽出や染色の方法によっ

て染まり方が変化するため、安定した染色

が難しいことが課題です。 

 

 

染色工程の中で染色液の抽出時と染色時

の pHがどの程度、発色性に影響するか試

験しました。染色液は桃剪定枝を酸性また

はアルカリ性の水溶液で煮沸抽出しまし

た。染色方法は抽出した液をさらに酸性ま

たはアルカリ性に調製して染色液とし（図

1）、羊毛と絹の白布を染色し染まり具合を

染色前後の色の差で評価しました。 

 

 

抽出時と染色時の pHは染色性に大きく

影響することが分かりました（図 2）。最も

よく染色できた条件では、他の条件と比べ

て 2倍以上の色差値となりました（図 3）。 

剪定枝を使った天然染色では pHを管理

することで、染まり具合を調整できること

が分かりました。 

今後は抽出時間や染色温度の影響を調査

し、リンゴやナシの剪定枝染色にも応用で

きるか引き続き試験していきます。 
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